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S. paratyphi Aの抗原構造に関する研究

第12報　凝集価低下現象の機序考察と　Labile antigen Qの想定(5)

〔附〕 Receptor LQ に関する概要報告と既報供試資料の

S・R純度考察

長崎大学風土病研究所病理葡i (主任:登倉登教授)

高橋庄四郎
了二か　　はし　　し上う　　　し　　　ろう

Studies on the Antigenic Schema of S. paratyphi A. XII. Consideration on the "Titer deterioration

phenomenon" in agglutination, and supposition of the labile antigen Q.(5). Shoshiro TAKAHASHI.

Pathological Department, Research Institute of Endemics, Nagasaki University (Director:

Prof. Noboru TOKURA).

緒　　　　　言

凝集価低下琴己象29 )の機序解説を抗原抗体反応の分

野に求め,其の支配原探索を目して分別されたH - S

(0-1 -12)�"R - Q原各分塑現象に対する考察的所

産として, H｡ S o R各Rpr〔Receptor)の本態的

意義が否定されたことは既述29)34)呂5〕36)の如くであ

るが,当報以降に於いてはQ原型現象を対象として

Rpr-Q ･現pr-LQ　の意義･異同或いは所謂低下現象

の機序解説等が追究される予定である｡

Ⅷ　喝原型現象に就いて

〔1〕 Q原型現象の独自性

1-　Q原型凝集仰低下現象なる名称が　Antigenic

schema　上では共通性　S系　Rpr　未認容の所謂

heterologous Salmonella memberの間にあって,其

の一つが反応原(抗原)他の一つが血清(抗体)であ

る瞭に発現するDg.tit (100-C　30M処置反応原価〕

降下所見に附与されたものであることばⅠ-〔Ⅰ〕 29)

或いは表2 29�"*所産(署符Q附記Bk　参照〕に明示さ

れた処である･ 〔因みにQと同系のQ'所見に就いてほ

本文に既述(It皇9)- 〔I[〕 -B-l-2. :蓑3.29)参照〕,

亦既報に散見するRpr-LQと叙上Rpr-Q　との関係

は後記される(〔Ⅴ〕:次報参摺〕.〕従って仮りに叙

1低下現象の本態をRpr-Qなるものに置くとすれば,

常識的に言ってQ原はR属原と想定される訳であるが,

順述の如くにてR原属とも林道にS原属とも考え得な

いのである･ 〔因みに〔Ⅳ〕に於いても後述されるが

次の如くにも解=况される.〕

a.例えばvI2　　註5)36)に既述の如く,低下現象に

於けるR-Rprの本態的意義は一応否定された処で,

Rpr-Q-Rpr-Rとほ解し得ない処である.爾りとす

れば是れを現象支配原と観る限り　Q-Rprは必然的に

S-Rprと謂うことになる.然るに斯くては現行の

Receptor schemaに其の解説を求めむことも殆ど全

く不能かを愁わしめる表2_29) ( -Rep･  : T-3〕

記載の凝集イilfi低下所見群が実績として存在するのであ

る･

尤も蕊にSalmonella Antigenic schemaには省暑の

所謂Minor*1 antigen - Induced串　antigen

･ Changed*3 O antigen7)との関係を一考すると

其の大部分は現在S屈として認容されているものであ

る･然し是れ等S-RprとQ-Rpr　の関係は前者に於

ける夫々反応微弱性*1 ｡供試練経歴*2#3よりしても本

報では一応否定され得る処である.亦非耐熱性R原に

拠る解説ほ可能としても,既報29)34)35)36)に際して

所謂低下現象の支配原たらしめ得る資料として予記さ

れたRpr-LQとの関係は未決定の故に,叙上R系抗

原も向後に論究さるべきものである.従って既往の所

謂LQ　なる未知の抗原を立に暫く措くとすれば, Q

原型現象支配原としての対象は,其の反応原性耐性に

関する従来の概念的規約が非耐性の方向に改変された

岳-R系原とも解される処である.然し乍ら自験の範
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圃でほ本軸に謂う低下所見を解説するに足る耐性差を

既知のSさR原に附与する訳にはゆかないのである由

b｡亦表2｡所見の*,琴且行のAn七Igenicschemaを

基準とする際の最難解例はOslo-Suis原系Senfg原

系山腰dg原系反応列に認められる14例〔Q:Q'-

5:9,表3-参照;詔k63･64を敢えて追加す

れば16例〔Q:Q':調タ'Q'-5:9:2〕,表2.秦

照〕のQ原型所見であるが,此のQ原型例を共準とし

ても次述〔2｡参照〕の如くRpT-Q-Rpr-Rかとの

見解が一応は成立するのであるが,然し足れとても結

端はナチ定されることになる3-5中参照〕･

2J以上の如くにて盈に未知原想定への可能性が壬卸寺

されるUjであるが,措暫く衰2.所産を資料として硝仔

細にR即-Qの未知原的性格の有軌謂わば独白性

に就いての考察を進めることにする匂

a.表2･供試練巾P･AのS①R純度に王謁しては表8･34)

所見を韮にしてのVI2昌6)記述の如くであるが,

i:ー∴こ∴J)∴し∴･_戸-て!�">**�"'一一二戸,Vjiii一人)IJ心&

の桁査庶に猶及び得ぎるものありとして既にVI3

[Ⅳ〕-3-胤に記述された処である①従ってPA以外

の菌種に由来するQ原型低下現象の反応内容は厳密に

となると想定不能な訳で,換言すれば反応原の規格の

みよりしてRpr-Q-rRpr-Rの勘合も-一応は#J'え

(,し′｣vi-o-/,>'i一･､iI:戸上:_:さノ"'J)~-しJ'､い

三-1(0-､

鮎c叙上乱の内容と同様な推論〔Q-R)が,血清

規格を基準としても--応は成立するD然し,結論を先

にし寸-4)と,;Lユニリ[�"!�"'.A.-u.-v-,も脚)述｣>｣山!くに‥#起さn｣戸arc

ある｡3Aとして項を史に記述される9

3.2-b.解説の-型式として,表2.内容を次の如き

3分城に分別し是れを資料とする場合を採択してみる白

a山No｡‡-Ⅴ血清列所蔵域(Bk1-5^|｣〇B監

且31-135^|J戸t,]区画〕-0分城〕

β｡No巾Ⅴ互-Ⅹ〝〝′′〔B放6-10列①Bk

136-140列口ごT｣区画〕-⊂β分城コ

貫やNo･Xi′′〃〝〔Bk141-154〕

-〔T分域〕

表2o〔註A-l.に既述の如く註記に脱落があった

訳であるが,叙上a分域供試のNo勺Ⅰ-Ⅴ〔P･A-

s〔c-D〕7:J士〕血ffiWttP.A--R〔Pt〕に拙.戸:'祇蚊

:山(S一戸くI-:!'-血打亡t'6'i｡〔Rep.1n二T--3∴ま.-太2u

で,表2｡No｡工Biい皿血清は表W-Ma○f〔M)A

g〔朋〕臼駄〔田〕に相当する岨従って表2血召k121缶

122･123は夫々蓑Bk15f-I5g甘15k対応B放

であるが,表8｡W-No｡且S列No.1缶列Ild所見差

に吸収処遇三が認められる申　尤も犯IJ吸収不完全にして

Bk 15f- 15g･1Sk反応がR型反応と想定されたこと

はV工36)-〔Ⅱ〕-C-〔C1 -旨･4-e.記職の迫りである① 〕

次にβ分域のNo･ VI-X (Rdg-Ods抄T.Nils免

疫〕血括群は非吸収血清で,未だS潤子血持とは言

いf4ない規格のものである① [因みに大敗収であるこ

とば後掲表25･に於ける例えばSent生-S 〔C〕に対し

てLg 1600+ -D呂2OO±を示す　Rdg血清〔No.TV〕

が, Senjg-〔C〕 -Dg -Senfg- ID〕 ig凸P･A- [ R〕

-Lg夫々を以っての吸収処nに関り, I*山mSenf生-S

〔clに対して　LgサDg共に10O-杏-JKすに至る過

程よりしても惣定｢捕巨である① ]

丁分域のNo. XI (P･A-R 〔R〕触虹〕血肺は表2b

〔註]記の如くP･A-S 〔二C〕に拠るR閃If血清である②

〔表2. No-XI血吊は表8. W-3V一甘a･ n〔M〕と同山朽で

あるが, VI36　衰22.に　W-Ma. n〔M〕として]郎示

の如く,未だ完全吸収｣[ll掃ではあり才TJ-ないにしても

盟_川-25ゥ::と考察されたものである② 〕

;し　熊｣･しJ,仙)川｢.二　　して6t -1 J卜' ,;J＼j'1t'J,し一一

を比較すると次の様になる･ P.A-R･ r-R2原所

見〔表2　Bk 121-130. Bk131-140- Bk 153-154〕･

を通覧するとNo. I -XI各)生応価附こ相当の捌舶職工

められる･井手之6)〔1937〕のR原に旧する某報等か

らも推測される様に　Rpr-Rの醐りも考えられる訳

であ　恥戸ミニー;<;;二r-K　　　　′ KjljしJ一川と

してBk 131-140- 154反応内界を兎まれ開削こ考

ぇてみると　Bk 154 〔R反応)と剛rrfを示す　鮎

136巾137　等を包含する資料のことでもあれば,眺

且31-140　内容が一応R系と解されることも許される

処である｡山田みにBk 136-137 Jx舶iR空地るこ

とば別記される( 〔Ⅳ〕参照〕∴】叙上の前提に立つ

時Bk131-135-Lg 〔100　100±〕 :召k136-140-

Lg〔100+-3200+〕比よりして, No.Vl-X内R抗体

量がNo. I-Vを凌駕することもFl揺される処である･

b.爾る処, Ifll措No･ 千-Ⅴ域屈Q-Q'型現象を求

めると4例〔Bk 52-55〕或いは足れにH'･ Q'型何れ

とも疑われ得る2例〔Bk 63ー64〕が追加はれる際の6

例であるが,此の何れが採択される場合も仝例常にQア

型に止まるのに対して,血清No･Ⅵ-Ⅹ城MlこはQp

型5例〔Bk 50�"67¢6呂也70-119〕の混打はあるにして

ち+-♯度を示すQ型5例〔+:Bk 57-66中69, -H-

Bk 116.117〕が観取されるのである.而してQ型Mは

5例中の1例〔Bk 69〕を除いて4例迄が,非吸収〔S閃:+

化未処琵〕血清なるNo.VI-X内P･A-R〔R〕 ｡ T-R

〔R2〕原)jt応度としては最高のLg 400-800 (P.A言
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因みに上記Bk69-Lgは2OO〕Lg3200(T;Bk69-Lg

8OO〕を示すNo①Ⅵ･Ⅶ血清列に所属している･例外

的にはNo.Ⅶ列下にQ'型1例(Bk67〕が認められる

のみである②残余のNo･Ⅶ-Ⅹ並びに,S因子化血清

の故に低価なるは当然のこと乍ら兎まれ所見綜合の為

No.I-Vに就いて,叙上同様にP.A-r系各R原に

対する最高反応度を求めるとP.A-R〔R〕-Lg-100

〔2例〕-200C7例〕400･8OO〔各1例〕r-R〔R2〕-Lg-o

(3例〕-100〔5例〕-400-800･3200〔各1例〕で大部

分はLg200以下である･例外的所見としてはP.A-R-

Lg400を示すBk52とP.4-R-Lg800･T-R-Lg

3200を示すBk67があるが,Bk67は叙上例外Bkと一

致するが故に唯1例に過ぎないことになる･而して是

れ等の血清列下Q'型に於けるLg価を求めるとP.A-R

也T-R何れに対してもLg100〔8例〕-200(3例〕で,

No･VLni‖IVLnin:P･A-R掘r一札那11間に観ら

れたLg400〔1例〕-800〔l例〕Lg3200〔2例〕,並び

にNo.VいⅦ列下Q型に於けるLg40'〕〔2例〕-800

〔2刑〕に比すれば遥かに低価と親られるのである･

c.叙上a′-也.内容を綜合すれば供試血清の側よりし

てもRpr-R-Rpr-Qかの如き考察が一応は成立する

のである.然し乍ら両者が同一原なりとすれば,No,

vI�"No･Ⅶ血清内で廿皮紐Q塑反応(Bk116.117〕

を示したSenfg-S〔C〕が,R(一因子)血清として

釦NO.XI内で,より高度の少なくも同程度のQ原型院

件規範を示現し手hi
>r-ないことは原則ftに謂って理解し難
い処である.Bk152の内茶は未だ確実には断じ得な

い迄も,一応はR塑)生応と想定されているのである

(VI36)一山Ⅳ〕-4-a･参照〕･更に亦所謂低下現象は定

義ffiにLg-tn>I>g一川を絶対条件とするのであるが

Rpr-Q-Rpr-Rとすれば原貝】｣｢l'JにはRpr-Rの100-C

30M耐性なる性格よりして叙上の条件は克たされない

靴である.後抱の表25.に於けるRdg.‖盲��6V詛x�6Rﾃ�

-中Lg:Dg=-1600山:2OO±〔表2.Bkl16と同一型の

究験でQ拐ミ型r掛性例である)とP.A-R〔R〕_‖盲‖X

T-R〔R2〕.山TO"-Lg:Dg-3200一山:3200+なる所

見戸'-∃jに叙上の範例が観取される･斯くて,Rpr-S･R

ぺ0)l娼聯什否定に伴なって未知原想定の必要性が考え

られてくるのである･

4.次にQ原型現象の陽性率よりして,Rpr-S-Rと

Rpr-Qとの関係並びに現象支配未知原想定の要否に

関する考察に移行してみる.

a.表2.に於けるRpr-O-i共有Bkは17例(Bk10

由20.100-120-91-94.101-104.111-114〕,此

の中現象階牲例は2例(表3.ニー1�"1'参照〕,従って

写IT (ll-7%)の陽性率である･同様にしてR原型陽

性率は12例(Bk 141-152〕に対する3例〔表3. :

R･R')よりして苧4s (25%)である･然し,後者の

場合に, No.VI-Xほ未吸収の故に足れを一応R抗体

混在血清と看倣して,本血清列属Bk群32例(Bk

6-9- 16~19･26′'29-36~39�"46~49-86-89�"

96-99- 106-109)が叙上に加算されると　粥盟十8望

〔6･8%〕の如き低率を示すことになる.叙上のi-r

-R. R'型陵性率に対してQ ･ Q声型の巻])･合は,表2･

に於ける免疫原･反応原間既知S系共通原陰性Bk

群3O例〔Bk 51-60-66-70- 111-119-10¢20-30

40�"50.90)に対する現象陽性14例(Q-5｡ Q'-
=

9 ･'表3･参照〕の比よりして1年もo〔46･6%〕の高率が認

められる.蕊に叙上諸例の中,所見確実なr勤旺例のみ

の場合即ちDash符現象例の除外された場合に就い

ての下記比率を求めてみると, 0-1: R: Q-9i7:
d

9ia一　　号も1 〔16･6%〕の如き著差が示されるのであ

るが,該陽性率差よりしても本来100-C 30M　耐差

原でもある　Rpr･S-Rとは区別され得る　Rpr-Qの

如くに解されるのである.

b.次いでO-12原型率と比較する為基数として57例

〔Bk 6-9- 16-10･31-39- 41-49�"畠1~89･91～

99･ 101-109〕の場合を採ってみると, 12･ 121頁型陰

性〔表3.参照〕率は2鴨7 (50-8%〕で,叙上Q�"Q'型率
･

〔46. 6%〕との間に多少の差異は認められるが概容同率

である･然し乍らQ原型現象陽性Bkの反応因子〔反

応原･血清〕にして両因子何れの側にも　O-12-Rprの

認められる場合は勿論皆無であることのみよりしても

O-12�"Q-Rpr閃に開脚性を求めることは不要であ

る･更に　O-12-Rprの低下現象に対する意義は既に

Ⅵヨ9)に於いて否定されていること,並びに　O-12は

原則的に100-C 30M耐性原であること等を併考すれ

ば猶爾りとする･

5･ 1-4.の内容は次の如くにも解訪己される･

a. o-1- 12�"R-Rpr　の本態的意義はⅥ岩9)に於いて

一応既に否定された処である･仮りに　Rpr-O (-S)

･Rに意義ありとしても,所謂低下現象はO.Rの

何れか或いは両者とQの併存の下に発現しても宜いこ

とであれば,既往に分別された　S (0-1-12〕･R原

型現象属陰性　Bk　ほ一応Q原型属として綜合され

得る訳でもある.山以下要に応じて,統合された場

合を〔Q〕と客記,従来のQより区別される･従って

表2.に於ける低下所見陽性Bk　全例ば〔Q〕に

依っても表現されることになる.本項ではO�"R�"Q

原型属の所見不明確な例も総べて陽性例として〔Q1
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に包容されているが,表2¶　Bk-No,巾のGothic一大　　参m〕①　因みにH瓜mは明確な場合も除外されてい

型数字例が〔Q〕に,更に其の中の"? "附記例が叙上の　　る.〕玄に表2.に於ける低下現象例の〔Q〕としての分布

不明確別に該当する〔北畠9)-〔韮〕-B-l-2:衷3.29)　　状況を観察すると表内容は表24.の如くに史的される①

衰　24.　　　凝射軒低下現象｢)'之i一性例の集結状態

軒壬=≡≒羊=ヰT子Tr~~.十TT　/　-一■■---=T三　　　　　　　　　　　　　∴~†≡=T｡　ニ　　　　　　　ー　　　　　ニ　ニ=二　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-　　　　　　　　　　　　　　　　　　　丁　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｡　　　　　　　　　-

Ii⊇l

､-､---､- ､､.

､-- -ー､

J:■　＼ ],. j

■-･･/

､･･L＼ ､-I--､

〔Q〕

血　清　　＼-　　　　　例l　降　下　度　　∃　例

＼ l:_､　戸】こ　　　　　　　　　-､　　､

1

? 班

:Q〕　H

､咋　卜i｣

仰　一什　4-　?

No,i-V

No. vI-

NtxX工

No-I P.A-S 〔C〕止g

s rr>〕札g

itr s山C/J�"･Dg

Ⅳ　　　S山C〕 -Dg

V Drzo-S TC〕 -Dg

VI Rdg-S CDニトDg

Vtt Ods -S　　　-Dg

¥I T2 -S　　　-Dg

朕0901 W-S-Dg

x m∫　　　1√･-て)ど

XI P.A一視〔R〕 ･Lg

No.1 P･A-S 〔C〕

-S fDI

3 ｣掛zo-S 〔C〕

4　Ods-S 〔琵1〕

5 Rdg-S 〔D〕

〔6〕 Suis-S 〔琵2〕

6　Oslo-S 〔C〕

7　yコ･/-S山^3二

8　0901 W-S　山D〕

9 Enti∫-S 〔C〕

10 Rosk-S f院生〕

11 Senfg-盟 〔C〕

且2P.A-R 〔琵5〕

13r　-R r琵6〕

22

24

3

4

4

2 11　　; 31　　1　6 14 10
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2
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7
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3

6

5

9

?

｣

2

3

2

2　1

2　　4

4　　2

1　1

3

2　1

2　1

5　1

1　3

1　2

2　1

1　1

5　1

4　　2

1　4

2　　5

1　1　3　1

2　1

1　5

2　1　2

!

E

I

l

[

≡

ら
]

∃

l

i

｣

l

7

7

6

6

5

5

6

4

6

4

3

6

2

3

6

6

5

1O

貞去

喜　3

,

⊆　6
F

山;
I

≡ ?

｢

4　　2

1　1　3

2

4

1　2

2　　3

3　　2

H

5

1

1

),　4

1　1

I.

5

4

1

3　　2

1　1　3

o

1　5

2　1

1

2

4

2

2

1

a

1

3

2

2

1

2

4

5

1

1

1

9

?

?

⊂註〕 1早　表2･29)に於ける低下現象陽性例の血清別色戊応脱別｡別象度〔降下度〕別分布状態観察衷である②
基準別に集結の傾向が認められないではないが,概要的に言えば軽度且つ非系統的である②
2｡符記号署解G
a. CQ〕　　o一旦申1,･12･且慧'. R- Rs各原型現象が総べてQ原型現象として統丹されたJ｣合o)學　符
であるが,白然足れば所謂低下現象觀陸例に対する呼称名と謂うことにもなる.
b｡亡Q3 - H:-亡Q〕例にH原型陽性例が追加(下記c.参照〕された坊令で,換言すれば表2.内全i^;田:_例
が表現されている訳である申

c可　榊-モミp"冒-H-29) 〔I[〕-A-l. : II-〔旺〕-B-l-2. :衰2･29)- [註二｣ D.参照｡町みにHM型の斗山h#
由+ ("?"屈は無例)は, 〔Q〕即ちOR-Q例に於ける夫々｣ト-ト-<lp"度に該当せしめて山Q〕
例に追加されていることを附記しておく中
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h･先ず[En清No,[-V:"Vレ-詫:沌別に各所屈階牲

例を整mすると,表24.指示の如く,夫々-22:24:

3例である.No○-V�"¥[-Xは夫々吸収(P.A-

RしK>Lg.tt(Mi処揖〕･非吸111!収枯であが,殆ど全く

所属例数に差異如くRpr-Rとの関係は附与され難い･

R潤子血清(P.A-S〔C〕-Lg一印‖処揖〕としての

No｡RIに於ける山^性例寡少所見は是れに平行するもの

と解し/得る処である¢各個血清別所屈例ほNo.I･Ⅱ

血HI-IV･V申･VトⅦ･ⅦトⅨ.X･x[=:

6:2:5ニ6:3:6:4:3で,No.V(Drzo〕･Ⅷ〔T2〕

IXI.(7M-R)が梢例少を示す他は斧｣j等に克紬三性

である･

c･次に比応m¥¥に観察するとP.A-〔C〕:P.A一

〔工)]ニDrヱo:Ods:Rds,:Suis:Oslo:T2:0901W

:Entis:鮎∫�"k:Senfg:P.A一-R:T-R-3:2:0:

6:6:5:7:0:6:3:6:5:?:?例でP.A-S

〔二C･D〕･DrヱT2.Entis(P>A-R.･?〕を除けば

血縞の場合同様に逓&ITJである.因みに叙上P,A-

S′'Entis¥こ於ける寡例所見に就いて,例えば低下現象

に対する格jj帖抗原的関係等は認められない･那仁fT2

所見はK〔Vi)抗放に由来するものである｡

a.I(II,ifei性例を低下度別に分別すると〔1〕叙上のNo.I

-v屈22例は-什山:｣十1?"(u?"不明確例〕-1:2

ニ11:8例,.No.VT-X尻24例は-0:5:13:6例,二No.

xLM3例は-0:0:1:2例となる･本所見の内容も亦

b･の場合に獅似する処である.〔2〕次に個々の血清別

の之fi合を要約すると,表24.掲示の如くNo.II-B:･

ⅠⅤ･VL･IXと珊･Ⅴ･W�"X�"XIの[ftに多少の差

異は認められるが,水所見を規定するに妃る因子は存

れしなし1枝である･No.工･1卜vt-wに於いて付-

-H-庶降下所見が認められるが,免疫原薗柾.歯型･抗原

配合4免捉原処ざs｡免疫は等との特殊旧係は認容され難

い.此の勘合にも亦曽jlnl為J性が観取される･因みに叙上

〔1〕･〔2〕に際して規範不明確なu?"符例が除外される

場合にも上述の結論には変更を要としないのである.

〔附記〕蓑24･には〔Q〕+H例数を資料とした場合

が附記されている〔表24--〔註〕2-c･参照〕･a･に既述の如

く本来H原型は除外されてきたのであるが,木例反応

内に於けるQ原型現象併発の'U能性は想定し子音る処で

ある①亦〔Q〕例としては現象不明確な"?"符例も含

容されているが,然し不明確と謂っても現象の性格は

充分に保持される例である.蕊に,H原型例に於ける

Q原型併発の陽性率ほ未だ不明なるも一応全例F學8'旺と

して,亦ォp�~�.�^�X,ﾈ-ﾈ�Bﾉm凉ﾘ/�ｫ�*h,H+x.�,bﾀ

〔Cりの場合と多少の差異は認められるにしても,

e･なる内矧こ改変を要とせぎる結論が,偶発的乍ら収

め得られることを附記しておく･

e･斯くて-d.は次の如くに要約される･低下現象

1'7發H]J性Bkの分布状態を血清別.反応原別･現象強度別

に吟味すると,多少とも現象集結の傾向が昭子〔血清｡

菌原)種別的に存在しないではないが,明確な系統性

は認められないのである･斯くOj如くにてRpr-S

(0-1･12〕�"Rpr-Rの本態的意義の有鰯とも,亦似

性率･低下度の高低.強弱とも無関係にQ原型現象は

存trし似るものと&'粧されるのである.茄言すれば

Rpr-Qと既知-R-Rprとの関係が否定される必然

の結果として,所謂Q原型現象支配原の究明は是れを

未知原の領域に追求すべきものと解されるのである｡

山丑〕Rpr-Qの想定

1.〔Q〕として統括(〔Ⅰ〕-5-a.参照)された表2.

掲槻低下現象の全階性例が,吸収血清No.工-V一非

吸収血清No.VI-X別に,現象度を遮準として比較さ

れる場合に,叙上面血清群居現象の分布状態が,誠在

性にして峯近似値と謂う所見を呈することば〔I〕-S-

b-d.並びに表24･に既戟の如くである.然し此の際

〔Q〕をQ原型別に限注する時は叙上とは趣きを異に

するものが認められる｡即ち免疫原･反応原問既知S

系共池原陰性Bkは30例〔山Ⅰ〕�"4-a･参照)である

が,其の血格別所属例数はN仇I-V:VI-X-10:

20の如く分割される･ItlJして此の各々に所属するQ現

象階牲例数は夫々4〔4O%〕:1O〔50%〕で大暑近似値

を示すのであるが,足れを現象度仙:♯:-f:"?"別

に分別すると夫々-0:0:0:4(0%:0%:

0%:100%)�"-0:2:3:5(0%:20%:30%

:50%〕の如くにて,両市間に著差が認められること

になる.現象が-I一度以上に制限される場合の如き特に

爾りとする･叙上所見は,種別を異にする血清群を資

料としてのことではあるが,Q原型低~F現象が吸収血

満に於けるよりも非吸収血清に於いて発現容易なるこ

とを示すとも一応解し才!:l
vfる処である〔2-〔註記〕参照〕.
然し叙上｢勘牲率差の串間が吸収処置にありとしても,

菰に留意さるべきはN仇Ⅰ-Vに於ける吸収原が反応

原の殆ど総べてと其の菌柿所属を異にすることで,仮

りにRpr-Qを現象支配原と規約すると血清(免疫原

･正常凝集素〕吸収原･反応原に於けるRpr-Q配合

状態に由ってほ,吸収血清内と雄もQ原型現象の発現

が当然期待されて宣いことである.

2.吸収処吊の有無が環視される場合に,其の極端な

例として検討さるべきは吸収原-反応原の場合である中
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所謂後凝集反応が陽性所見を示す機会としては(a)

吸収原呈不充分の場合と(叫吸収原でもある反応原

に於ける倍部原に由来する場合の2型式が考えられる①

(a〕の場合は常在の例であるが, 〔b)の場倍も亦掛

くない処である由例えばRs_,戸‖-Sr_山�"eu-Ro-‖111由

Roh‖互‖ :Sr耶紳1且→Roxr胡L　の如きは　R+s-‖iJ1

〔.1加古〕に肘ナるs.nミi. G/L体)完全牧ド封こ克分J-7 $1'吸

収原量が供試されたにf/山.Jらず,此の際Rs.ni,,はRB-一斗

Ro　化に際して多少の臥1日l届滅弱はあったにしても,

ST_山Tし111に於ける　S : rの量的関係延いてはRs-nin

との｢mこ於ける　R:r白S:s　の量的一期係よりして猶

R｡xr仇:t田山,としてR型反肘掛牲を示した例である･叙

上はRpFがS由Rの範囲に限定されたm合である

が,正に若しR盲,r-Qなるものの介在が許容されるもの

とすれば,此の際の〔b〕の内容は外観的にほ複雑化す

る如くであるが,本例(Q介入例)に於ける概序解説

も前例(Q非介入例) 〔b)の場合と軌を一にし枯るの

である②　例えば

〔1〕 RsQ.‖i‖-Srq.i,t‖ =RQ_,戸‖白RQ加‖舌.玉: Srq卿且且

-与Qxq〔S〕rxR_,生山,i,の如き型式としても理解され

るし,亦

〔2〕 R｡Q-,,iヨーSoq_cen -RQ-‖i"･ RQh‖ ,:Soq-Lf田1

叫Qxq〔S〕hi朋の如き場合も存在し柑る訳で,換言

すれば　Rpr-R - Rpr･Q併存の場合も成立し田.るが,

叙上Schemaを基にする限りは亦　Q-Rpr　単独でも

後凝集反応防性所見は発sし措る理である〔因みに

Rpr-Qの頁1独反応性に就いてほ　山Ⅳ〕項下に東めて

検討されるが,韮での記述は叙上のSchemaに従って

進められる〕o　叙上と同軌の例ほ血清がR系血清に限

定される場合のみでも,叙上の他に猶

〔3〕 Rs卓乱‖盲‖ - Soq℡L,C玉戸- RQ_,戸ヱ且･ RQ-ni‖ : Soqロ

珊=し->Q>も1(S〕nミIut:

〔4〕 RoQ円‖竜一,- Srq他山",‖- RQ-1戸"② RQ_,戸‖ : Srq.

料/I--ヰQxq〔S〕 rxR.aどg　等の場合が起り砧.･る訳で

ある②叙上の如くにて吸収原-反応原の勘合に於いて

すら斯くの如しとすれば,吸収原幸反応庇のm合に於

ける低下琴己象の敵性発現は, 3.内容等よりしても首肯

される如く,甚だ容易に考えられる処である②東に附

言すれば,吸収血清No. T-Vに於いで㌢"例とある

ば現象度決定未だ保留と謂うのみのことで,亦倍数稀

釈1桁差の故に現象群よりほ一応除外された1背差例

(表2.屈Bk 91-92等〕の如きほ現象度微弱と謂う

のみで,本態的には畏れ等をQ原型現象屈と想定する

ことも多分に可能性が考えられるのである･敷節すれ

ば血清No.vI-XI属"? "例に就いても亦同断である申

〔註記]S(0-1甘12〕中R原型各現象の支配原も亦

Rpr-Qとする見解を採るとすれば,既述の1LQ原型現

象の発現率は吸収血清に於けるより非吸収血描に於い

て高率"と謂う所見はO-12原型現象に就いても�"ft当然

観取されて宣い筈である①然る処0-12原型の発現状

酎ま次の様に要約される①

血括)i応胤wこO-1まRprを共イjするf3k総数は山Tll

満No.1-V:Vl-X-45:36,其の1山1のt馴上例ほ夫

･･々16〔35-5%〕:12(33･3)にして対等帖,/仙j-r比ほ

Q原型の4-nfej合に巻Ti似する処乍ら,同時に亦使役と班も

逆tf.Pii'山�""]分ヰU_)山-&(某も-:>Iv/;i.1>i>'..〕らti山･､ミし0"ここ)i_戸::'∴ウLこいで､以
上陽性例の札束度-川-:i十:-I-:"?"別対比を.1｣｣こみる

と夫々-1〔6-2%〕:2〔12･5%〕l1〔601即/o〕:2

〔12･5%〕-0:3〔25%〕:9〔.75%〕:Oを/Jtし,此

の際十度以上の屈例を以って統軒並出されてもNo.T

･v:yI-X|ilHこほ-87.59100%程度の差与ifより

認められず,足れはQ原型における-0%:50%とは

比すべくもない処である¢

Q砂O-12原型Il'iuこ於ける叙上所見差の由来としては

下記の如きが留意される･

(a〕既往29)に於いて既に一応其の本態的意義の否定

されたO･12-Rprではあるが,猶本#J-察に誤謬oj存す

ら,l#1訂

〔b〕供試血清｡戊応JS各自のRpr-Q保ヰ]■壷に差Mあ

りとすれば,両資料の組み合せより凍る勘i}

〔c〕或いはO-12型現象の支配JSがRpr-Qとは別

格の未知Rprである場合

〔d〕或いほ更に支配原はRpr-Qのみなるも其の特

殊性能に由来の解説が求められる蹴fl

〔a〕の場合は既往の考察的決論29)を追とする見解

の下に改変の要ある迄は放棄される早

〔b〕は毎常経験される処ながら,足のみを以って

解せむには非系統的な表2.内容である②

〔c〕に放ける別格の未知擬なるものを取り敢えず

Ppr-Q属の部分原と解して検討することも一応許さ

れる処である.部分原の存否に脱してほ既にVI:山

〔Ⅰ〕-C-6.に触れた処でもあるが,検索人完の禎

域のことでもあれば蕊でほ等しく触祝される②因みに

部分m乃至同席厩にmしてほ向後の所産に侯つことに

す<o｡

〔d〕に就いて敢えて言えば,Rpr-Qにして拙述の

Rpr-LQに於ける如き,例えば特殊な凝矧3jE⊥山性能

(vi-i9)-i-〔Ⅰ〕-C-5｡参照)を示すものとすれば肝

説も容易となる訳である由Rpr-Qの本性能は未だ不

覗/Fら,出来の解説を特殊性格に兜持し&'山-るやの
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Rpr-Q所産も散見するのである次報〔 〔v〕参照〕.

韮に叙上を要約して･本文1.の資料よりO-12現象

例が除外されQ現象例のみが供資されている理由の-

掛ま外見的には＼p行せぎるQ原型･ 12原型問所見差

(叙上参照)の為O-12現象例が採択され難かったこ

と･他Oj-価はRpr-Qとの関連性が一応想定される

に拘らず　Rpr-Q　の性能未決定なるままに此処で

は止れが介入を掛ナむが為であったこと[因みにO-1

･ R原型例に就いての叙上の消息は供試資料の柾別･

例数等のt帯-･l係より判定未だ不能である〕,並びに現在

･の処RpT-Qを以って総ゆる低下現象分型の支配原と

する見解にあることを附記すると共に,当報は木見解

を主流として論述されることを敢えて予記しておく.

二∃･斯くて,蕊に1-2.-2-C註記〕等を基にして

]二ipr-Qの実在を前提とすれば

a･先ず2･内容よりして自明の様にRpr-QとRpr-R

とは独白の立軌こ於いて両立し得る性格のものである.

供試P.A- 〔R〕には従来の規格に一致する100-C

30M耐性R原其のものが実績的にも証明されているの

である(例えば表8. Bk 16m.表25･ Bk 13c参照〕.

七'p　亦例えばRpr-o-12を除いてほ共通性Rprの試

められない表2. Bk81-84等に於けるLg-t-t舞Dg.t王も

･j:^uj(,i'aO如さば,しトエ21ljl^|,W批Fよ!jj任して, ]上

れに参与する何等かのRprを考慮することなくして

ほ理解し軌l処である･ a-b.例の如きはRpr-Qの

独立性を射寺するに足る所産である.

･c･凪こ下記される如きも亦叙上所論に平行する処で

ある･例えば既往に於いてS塑反応と解されて来た表

乳W胡a･ m〔N〕-m〔M〕列下所見内には低下現象と

して考えられ例も包容されている･唯低価反応群の故

にtjL論は保留されるが, m〔N〕-m〔M〕列下所見ほ

P.A-S〔A掴　C.D〕-S〔r〕をSr〔q〕と観る場合に理

解容拐と考えられる場合も存在するのである･ 〔因み

に供試南棟或いほ免疫血清に於けるRpr-Qの配合状

態は,足れを実績値として稿を更にする予定である･〕

･d･土山こ亦表2･に於ける低下現象発現区域が非系統的

と謂い柑ることは既述の如くであるが, Q-Rpr　を以

って支配原とする構想に従えば,遂に其の範噂を脱す

ること不1粥巨な卿子のAn七igenic schemaに経緯さ

れる要も無く,亦Rpr-Rとは別格の独自性が附与さ

れるものとすれば低下現象の発現様式例えば凝価降下

鮭川｣現率4分布状態等ほ其の何れの場合を問わず資

料に於けるRpr-Q規格･実験術式等に応じて全く任

意であり枯る訳である.畏れは亦a-c.所見に同調す

るものである.
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e･扱て叙上の如くなるもa-d･内容成立の為には,

RpトQの反応原性能が100-C30M非耐性であること

を必須の条件とする･耐性限界に就いては猶後述に際

して追記されるが(〔Ⅴ〕-c参照〕,訳pr-Qにして

凝集阻止性100-C 30M非耐性反応原性なる規格が

附与されるとすれば,足れは当然Rpr-LQとの関係

を示唆するものと解せぎるを得ないことになる.

4･要するに爾来Rpr-Qと表現されているものは或

いほ既述のRpr-LQを以って置換されnるかとの想

定も一応成立する処で,従って亦必然的にQ-Rprの

実在性追究並びにQ- LQの同定.鑑別に進展すべき

ことになる.然る処此の目的の為に収録された次抱

表25･内容を通覧すると,所謂低下現象に各様の形態

が類別される横である.依って先ず従来の　S〔O-ト

12〕 ･ R･ H I Q各分型に対する蓑25渦低下現象阪件

例の所属関係を検討すると共に,其の所産を資料とし

て既矧こ於ける保留∃耳項に触れることにする①

〔Ⅱ〕 Q原型現象の型形態観別

1･去25.は吸収前〔例:P.A-S 〔C〕-Lg_nh1〕 -徳

(例= P･A叫S 〔C〕-Lg-‖�"u-P.A - R山R〕-Lg一紳.〕

血清内に於ける反応価比較所見で,換言すれば両血清

問に於ける低下現象の発現状態差観察の資料となるも

のである.而して免疫原乃至血清種別に上記両種血清

を夫々1組とする型式に於いて反応仰の在り方を観察

すると,蓑25･各反応例は図表〔1〕掲示の様な大暑12

の型式(No. D!-D12 )に分別される様である中

〔註記〕　蓑25-26･屈　Bk名義示型式｡

表25･26-A･ B-C�"D.属Bk名は既出表特

に表2･8属　Bk　より峻別の為,例えば　Bk6m

〔表8.〕:Bk 6m (表25.〕の如くにItalicを以って表

示される･亦表25. 26.供使の血清･反応原が符記号

示される場合は,例えば夫々　W- Mam. W-No. 6の

如くに同断である･

正に先ず図表(1〕の構成過程であるが,未吸収･吸収

両種血清に於ける低下現象の発現状態を想定的に吟味

して得られる考察的分型と蓑25.所産を基にしての実

績的分型よりする綜合的判定と謂うのが其の概要で,

具体的には次の如くである. 〔1〕未吸収血清〔α〕･吸収

血清〔β〕内Lg-t ･Dg_tlt〔以下単にLgeDgと署記〕

を図線化して順次夫々　a�"b:a'･t'と符記,而し

てa.b中a'-b'問の大小(反応価高低)比較は暴符

>-く等を以って表現と規約の上,先ず想定的分型反

応内容が　α-Lg　を基準として　a>b･aくb-a-b

なる3型群に分別される. 〔2〕次いで該3型属各例が
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〔註〕1｡し血清B反応原欄〕

乱W-Ma｡a〔M〕-n〔M〕W-No.1-13:既刊に於ける特に表8･35)に於けると区別の

為,是れ等は総べて,例えば

W-Ma.m〔朋)めW-No.5¢Bk5m等の如くにItalicを以って表示される¢

恥da缶β三-夫々末吸収(a)吸収〔β)血清総称名昏

c.*-免畦原としてはPhase2が供試されていることを示す･

d.(a)ニーP.A-'R〔二R〕ほH-a映如,運動陰性型なることを示す◎

eb〔〕昏息昔ニー〔〕内Recep七orは吟味の対象として開記されたもので,尖計されたも

のではないo患身内Rprに就いてはy|29)-表1.-〔註〕E-l.参照℡

f-12i.3;ほい〔夫々呈123;121さ山1221<r示す.

No.D!-D12-図表〔1〕に於ける現象分型名(本文並びに下記2-d･参殿〕｡

2叩山所見棚〕

a.Lg缶Dg:--I各戯.に於ける上下段数値ほ夫々Lg_…･Dg_‖t〔100oC30M〕で,0はIoce

をホすけ

鮎u*〔コ:rH原型現象としても-応疑われ柑る反応例である②

c.():----起始稀釈管より終末陽性管に至る迄,例えば1OO･2OO-�"1600-3200-K=+

書】∫-ノーCO如くく,-て,蒜ト･山=J;il''卜戸_什'-*-*^卜--J--,
,<-<�")'�"!.;∴上.二
察に際してほ例えば(400)･(800〕が夫々2OO･4OOとして紫斑されている①(本文

参照〕②

d.D*i-D12*:-~Dに*符の附記されたものほ現象型類推例であるー其の中D,-Dr*由D5-Dォ*

とあるほ,夫々No･D3凸D5何れとも亦No.D5凸D6の何れとも数排される例で

あるo

3o晒血清D吸収LE戸反応原等に関する詳細は去]29)①2望9'①835)-〔註〕にも既載されている◎

a-Lg:針Lg,〔3〕並びにβ-Lgニβ-Dgに於け

る所見併考の下に垣に細別される時ほ,(4〕a-Dg:

β�"DgcO乱悼が心�"mに掛か捕巨なHi-/x*wnもあれば,C4)

の阻怖が明白に条件的の故に逆行して〔1〕-〔3〕の想定

的関係に是iEを必要とする場令も認められるのである②

次いで表25.の実績反応に就いても亦叙上同軌の軸別

過程が採択される｡斯くて考察的分型･実績的分型が

対比されるが特に不一致の分型に就いてほ各様の吟味

が試みられた上岨述の現象形態に帰結されたことにな

るら〔因みに考察的分型類別に際してほa-a-b-

β-b?に就いて夫々こ-:&>%&があり,亦こ等しく

>B<と謂っても程度の差もあれば,東に=-に就い

ても反応丁勤性にして蘭る場合或いは陰性にして然る場

合等があって,拙論的に是れ等の組み合わせに共づく

型式が錯雑多Il必こ亘ることば当然である申従って下記

される処ほ表25.実績例に直結する型式のみに限定さ

れていることを附記しておく母〕

2巾以下図表〔1〕No.D且-D,低下現象型の内矧こ

就いて答述されるが,解一之拙こ必要な数項が前記註釈さ

れるo

〔註記〕 1.後述〔Ⅴ〕に於いてRpr-Qは-Rpr-LQ､

と想定されるのであるが, No･ D!-D!記述に際し

ても解説の便宜より　Rpr-LQの性格に準ずものとし

て,特に凝集反応阻止性m旺として扱われている①

山註記〕2･蓑25.各反応に於ける起始稀釈度は

100xである伊蕊に例えばa'-㊦とあれば100x以上

随柁上なることが意味されている匂然し　a'-eの号I-合

はIOOx陰性の他にa〔吸収前〕 : β〔吸収後〕内反肘fill

比率の関係より100-200㊤がOと石倣されているB}]

合がある○例えばa: a'-400: 100の如きm令のa'は

-㊥であるが, -6400 : 200に於ける2OO㊥の如きほ蹴

別的にほ=きOと解されている｡

〔註記〕 3. >○くとあるのは稀釈度1桁程度の如

き僅差の場合に使用されている申然し僅差乍ら>書<

の方向にば現象本来の性格が一応附与されている②

〔　a>b型属①

Q原型現象觀性例としての考察対象となりwる]丈応

例である･

No. D!:-　a二　　　a-a'�"　a'-b'-　b<b'a

a｡b�"a'｡b,問に上記の型式を採るものであるが,
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図表〔1〕
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1.　No.Dt-D12　　　一本図表は低下現象

型別の為,表25.記職の况Ii集価が綜

比例の型式で囲化されたものである･
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2. 〔符記賞牌二j

a. a�"a: --一夫吸収･吸収各血清(夫々a.β　と

峯称)に於ける　Lg価.

b･ b･b':-一-仝Dg価(以下夫々α-Lg ･ β-Dg

の如くに峯記される〕･

c. a-一-- :　　Lg-tit :Dg-til比の大要を示す普

b -一--　　　　逝値の故に各反応例に於ける同比

とは必ずしも一致しない.然し平

行性は常に観取される訳である･

d. V廿W･∧･仇4LE卜　　　Lg:Dg[i]に於ける>

･-･≒･<等の脱係を示す.

>�"<は≒の場合に比して殆ど常

に大小の方向が認められる場合で

ある･

e. >-く　　　叙上同様で唯　Lg血Dg　夫々に就い

てa ･ βが比較される場合の峯符

である.

王. Q :--Q原型, -一般に低下現象陰性と考えられ

る反応型･

;. 6i:6戸　-現象型所属の例示中

3.　No. D9･D10　所見並びに　D12　厩例一部の所見

はV1原陽性菌なるT2-Sに由来す

るものである.

a>b山a-af�"a'-b　なる条件が充足されることは,

α-β (吸収)に際してRpr-Qが取除された結果と

も解し^る処で,亦従って　bくb'なることも予測さ

れるのである･換言すれば表25･実績例にして本推論

に平行する例があるとすれば,該例に対してはRpr-Q

の関与が想定されることになる･ Dl型所属の実践例

は4例〔No. Di-D,属例名称は後述に一括される)

であるが,何れも叙上に一致するものである.実績別

所見は何れも　a-a'ゆa'-b'であるが, Rpr-Q或い

は共通性　Rpr〔S-R)の取除状況に従って僅徽の変

動が認められても宜い訳である･図表〔1〕にはa≒a'

･a'≒b'の如くに記入されている(以下同断〕｡

No. D2　一一--　a>b･ a-a'-　a'>b*<�"b<b'･

Dlに於いて, a':b'の関係が仮りに　D2の如く

a'>b'として発現したとすれば,其れはα→βに際

してRpr-Qが残存した為とも解し肖る処で,亦従っ

てb:b'の関係は一応bくb'の場合が想定されるの

である.然しRpr-Q吸除の程度に由ってはb≒b'の

場合が予測されることも当然である. D2屈実績例は

2例であるがbくb'�"b-b'型のもの各1例である.
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国表〔1〕には翫毒bpとして統括されている･亦実績と

してはa-ra5であるが真にはDlの場合同様にaきa'

と記入されている｡ 〔因みに,既述の如く　Rpr-Q残

存の程度のみよりしても　D1 ･D2　問に所斥引叫定困難

な移行型の介在し得ることば想定~耶巨である｡実績例

の範囲に限って謂えばDl･D2は　a'き触,として統

括されても宜いものと考えられる①　No. D!一山D2は

a>甑oa=-a声丘a'^b'白むくbpの如く表別されるo 〕

No. D3:　　a>b･a>aj�"a'-翫　b-b'･

a>b粒　a>a'である場合にay-0　ならば　S-R

共通性抗体が取除されている訳で　a':b'所見ほ

O:Oなるべく,比の際Rpr-Q　の存否は確3'山=には不

w-ごこあ･る, b:b;し{�"�"j: a;bがa>b�"b-ニビ　�"'^らば

b:触pもO:E)で結J^j b-blと謂うことになる吟D3

所属例は6例でIooe:10O㊦の比がbでは≡-i :

5例, aBでは-5: 1例(㊦屈1例はβ一d凸e凸f血

清中の　β-要　の場合のみに限られているので-6 : O

例とも解される〕,態p　でも-5: 1例であるo　要は

触-a'-鮎9共に寺Oと表現され得るもので,図表〔1〕

にはaF幸二bブ亡b享b　と記入されている母

野o･ D各:-　　a>b-　a>a'血　a,-也,申b>bj･

D3　の場合にb幸Oとすれば当然b>b'であらねば

ならないu実括6例総べて叙上に一致している切実績

例に於ける　O:㊦例比はb,にあっては==6:0

例,af　に就いては-4ニ2例(但しβ-d申e○fの中

fl-dのみに2ooaの故に-5 :とも表別される)

である･依って図表には　a'≒bS　と記入されてい

る抄　aD幸bp≒Oの故にDa　の場合と等しく　Rpr-Q

の存否に関する判定は封難である① 〔因みにD註血D4

も同系統のものとして統括されnる型形態である① 〕

甜o･ D5 ≡　　　a>計　a>a?血a'-b方　b>-くbp･

a:afの関係が　D3-D4　に於けると異なって

㊥であり晒a>a'の親ノ[,頁が成立するとすれば, D3ぺ/

D鼻の場合に比して低度ながら此の型式に就いても亦

S-R共通性抗体の取除が考えられる①而して此の場

合ap-甑,とすれば木型式所見は一応　Rpr-Qが吸除

された為と考え枯る訳である｡ b; bfの関係ほ共通性

抗体吸除の程度と　b　の降下皮に支配される処で任意

である◎ D5所属実績例は6例であるが　aj^b'とも

解される1例を除けば全例がa'-b'である･図表に

;I:しi a'.-r--b*　と記入され;)'さ　亦　b: b! 6O敵対ま仕志の

故に図表には>-くと記載されているが,実績例とし

ては1例のみb>融Bで,残5例は翫-b'である･

No. Dfi a>態何a>a'申a,>払' b>-<bs･

抄5　に於けるa,:bD　の関係が　a'>b'で臣捜され

る場合の所見換言すれば当D6所見はRpr-Qが猶

残存している為とも解されるのである･b:b'のf娼係

がboj降下度｡共池抗体の減量度に左jjされて1T:意

である点はD5同様であるが,D｡所厄拙掛ま4例小

b>b'3S戸b-b'1例の比率で多少異なっている･

然し水差に就いてば卜記〔〕内内木が参照さるべきで

ある中山aみにD5との池川脱輪であるa'‥甘''のt判

齢亡あるが,尖貼例に観られるのほa'>b'とfii'jって

も大審稀釈倍数1桁差に出ぎないもo)である①従って

某績例の坦分別に際してはal:b'をa'茅b'として

D5血D6は純分されても′n'し哩式と#えられる①_｣

No｡D7:｡a>b�"aく.a'-b'�"11<b'

D7中D8の何れに就いても言い手U｣処であるが,aくa'

なるl判係がJ&'^Lするとすれば止れはLgJx応に際して

既に発押される尉矧吐山Ⅰ上性oj如き特殊性能をRpr-Q

に恐定する上に必祇な条件oj-つである申〔扶lみに

Rpr-LQがDg戊応としてのみならずLgJxfeことして

も既に其の阻止性能を光軸する如く考えられる以:Iの

あることはV工'･9〕-I-〔Ⅰ〕-c-5･に既述された処で,

結果的に謂えば-Rpr-LQと恕定されるRpr-Q

に就いても亦掴侍し子1i-る性能の筈である∴a'-b'は

β血清に於けるRpr-Q吸除消失の故とも射しキTJI二る処

で,自然�"ftb<b-なるf娼係も恕定山相巨なEllである申

実績としてのD7所属例は1例であるが明椛にD7

の規格に一致している.-M随所見a'-b'が悼ほ〔1〕

にa'÷b'と記槻されているのはD^Deの以令を

参考にしてのことである･

No｡D8:-a>b-aくa!>b'由bくb'由

D7に於けるa':b'のm係がa'>b'でI)1*!捜され

た態の当D8形態ほ,是れをRpr-Q荘存の故に帰す

ることも-一応許される処である①aDβ内に]j今ける

Rpr-Qの残存墓比較より,b'降下度がb降~F度に

劣るとほ考え枯ないのでb:b'の関係は当然bくb,

と想定される⑳叙上はD8所属実結1例に於いても明

確に発現している①〔因みに,若しb'の降下度が憧

徽でa'≒b'とすればD8はD7に所属せしめ粘る形

態である②実陪例に於けるb'は-3200:1600で

僅々1桁差に過ぎない例に屈すること等を]lE弊にする

と,D7凸D8はa'声b'として一括されても1ァし､似合

が考えられる･コ

LJb〕a<b型属｡

一般にK抗原保有塑に拠って招来される)生応例であ

る○足れにRpr-Qが介入する蹴介の形態Rl.定は特殊

例を除いて殆ど全く不能である｡是れに11j之jする光臨報

告ば栢を垣にする予定である｡
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No, D9　　　　　　く　　a<a'�"　a'<b'-　t<b,

aくa'なる条件よりして, D7に於けると同様に,

Rp山Qの阻1日/上と　Lg戊応に際しての本性能発現性

が想定される形態である.而して木想定は　a'くb'並

びにbくb'なることにより更に確実化されるのである･

D9所属実績1例は, <符4柾何れのfE･合にも倍数1

桁差を示すに過ぎぎるもの乍ら,叙上形態の要求する

条件を充足し?sているものである(No. Dl｡参照〕｡

No,DIO:-　-aくb�"　a-a　-　a<b　�"　b>b.

Dlり屈'j;績も1例であるが　D9　屈1例と等しく反

姑mよS. typhi T2　なる　Vi㊥株で,木K抗原阻止性

柴草ユOj対象としTI活識]′伽こ考えられるものはE>9 - DIO

何れの場会EJこもO-12戊応である41)申従ってDIOは

殆ど全くD9と同一規格の形態が予測されるに拘らず

a:a'巾b:b'｣>山i-]係を妄引こしている.誠に叙上を共

にしてD川属実績1例を観察すると,実験術式或い

は成拍判定に性ルての誤差oj介入と謂う疑いすら快

かれてくるOjである･先ずa:a'であるが表25･に

a- (400±〕�"a'-〔40O〕とあるのはa-100+や200+

廿400±臼BOO-　a-100+ -200+さ400+　　　-が

Ti紡所見で　a-b÷Oとも亦a÷b-㊦とも解し得る

ii:ui^i一　戸fr¥でし｣｣･' (去25･一山註∴､】 2-d.妄信〕･山Dと

解する似合であるが反応塊微弱にして,実相はa<a

なる]i応が　a-b　の如くに.IH現する場合等も想定可

能な処である･例えばα : β血清問のことであればβ

王帥古oj稀釈皮等に関聯せしめてみても自明のことであ

る.然し乍ら仮りにa,b全く同仰‖こしてi^-b-㊨

であっても　a-b-e　なる域令と共に存1'Lし指る所

見のことであれば,菰に叙上のa-a'を以って実相と

観ずるならば　DIO形態が必ずしも　D9　形態に平行

する必要は軒削l訳である.戊にしてa: a'を任意とす

ればb:b'の関係も亦DIOに就いて任意であり指る

ことが考えられるのであるが,爾りとて反応原T2並

びに抑止対象　O-12原を等しくするDo�"D,に就

いてOj叙上差は, b>b'を頁糊と看撤す限り難解と謂

わぎるを柑ないのである･

唯哀別こ次の場f†が留意される･一つは阻止対象原対

応抗体の減品に〔1〕,他はRpr-Qの附ユ上附こ〔2〕,

其の解を求めむとするもので以下各別に器述される･

〔1〕誼にV1原の阻止対象原として既述の0-12を例

に採ると, α-βに際しての吸収原r-R〔R2〕に

猶O-12原組成の残存するものがあって,為にβ内O-

柑-Dg反応価〔-b")がa内0-12-Dg〔-b〕より低価化

するに至rった場合を考えると, Rpr-Qの如きを玄に介

入せしめずとも亦実験誤差を考慮せずとも, Dlなる

loョ

現象形態は一応押角牢される処である.楢葉構例に於け

るb:V問差は,唯1例に就いての所見乍ら,単に1

桁差のことであれば吸収処置に際しての機械的原因に

拠ってすら解吉光し得る処である･不幸にして供試吸収

原に於ける0-12の保有状態精査は末検に了っている①

〔2〕 DIOなる反応過程に於いてRpr.Qが如何様の介

入様式を採っているか想定は困難である.然しRpr-Q

の介在に由っても一応は理解される実績別所見と考え

得るのである･常識的に観て,解例〔1〕の採択さるべ

きことば当然であるが,水夫積例供試の血清ほ反応原

W-No. 1-3　との[■■｣に低下現象D3 -D5仲D6　を示現

した　W-Ma. iであること,反応原W-No. 7にはD9

項下記述にnjlらかな様にQ原型現象陽性が想定される

こと,然しQ原が敵性であっても併存のV1原阻止性

能の為に低下現象以陰の判定は困難と推測されること

等を考慮して,先ずほRpr-Q吟味の対象とされるこ

と&附記しておく｡山二囚みにRpr-Q�"Rpr-K共存に

際してOj低下所見の発現坦式に就いては　Rpr-LQ　に

関する実損として別報の予定である. ]

〔c二]　a-b呈出屈.

Rpr-Qの如き特殊Rprの介在を必要としない常塑

の反応例である①　唯No. D!-D!　に対する対照的形

態として分別される･

No. DM :　　　a-b�"　a-a'仙a'-b'血　b-bf中

抗原の100-C　30M耐熱性保持や吸収処揖由来の誤差

皆無等何れの分野より観ても定型的反応で,所見解説

にRpr-Qの考慮不要な例である･ Dll属実績例ほ1例

であるが,条件的融通性を附与する意味で実績に於け

る仝-符が図表〔1〕にはき符を以って記入されている･

No. D12 :　　　a-b�"　a-a'�"　a'-b'-b:-b'｡

a-lOOG,従って　b-a'-b'何れも亦-1000の

故に-応叙上の形毘巨で表現されたに過ぎないもので,

要は共M'山/上Rpr陰性資料問に認められる常型所見で

ある. 100x以内の低稀釈度を基準とする場合は別と

して, 1Oコx以上を判定規準とする限り型式的には一応

Dllに統折可能な形態である･実績所属2例中1例

に　a-10Q苦〕が認められる･本例混在の故を共にし

て,図表にほDllと等しく=≒符が使用されている中

山dl浅水刑oy&itiL寸`IJ

表25.実枯例中には以上の他に,主としてβ内,時

にα内所見末徐にして形態想定条件不充分な例も多数

/A容されている.爾る処既述の　a:b�"　a:a'

b'-b: b'なる4種比中の部分的比較所見乍ら,偶々殆

ど仝例に於いて其の被検部反応所見と所属既決例の対

応部反応所見との問に相当明瞭な類似性が認められる
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のである甘韮にNo･Di-Di以外の現象形態の存在

も未だ否定し指ない訳ではあるが,低下Ijユ象に関-山jAす

る況prの領域をRpr-Q6D範担削こ止めるとすれば,叙

上未し11-別の所航を-一応No･Ⅰ)-D,の範日田こ求めて

も!fiい桜に-考えられるa依って正に]i応形態の楽l'山似性

小旗応I&の特殊･上�"'-:〔例三V1屈~脚三〕等を!し｣にして参考迄に

未決例の所属形態をも鮒推し,既^-No-Di-Di2M側

に去与れが附加されたものを次記3./r括抱示してみる｡

3No-D,-D,所m例-I-ir^1-i〔叙上2-ccn参照〕｡
乱記械様式-符記一弓瑞解9

〔1〕田cjjc8�"*]0ォ>!=1う,'=2-未決定乍らNo.D3.D川

･,Dli白^iaMと拙排されるもの･

〔2〕(*7-不2〕や�"-*7はD3屈Ds屈何れとも,亦

*ヱほD-凸Eサ6何れとも抑されるものo

〔3〕不1:-HJM型現象例としての疑いもS;かれ得る

もoj｡

〔4〕(**):一上記*1さ*2条件oj投合例｡

〔5〕Bk:一塩下駄貌の協陰は未収収Ifo括〔α〕msk

(Block)/f,を以って去示され,吸収血清(β)

慌Bk｣は'+T峯されるoBk名は岨係資料名称〔血清

肌Mauコ~L觀W-No匂)の糾み令わせを以って

プ�">jliさこさ戸∴

〔6〕因みに現象形態の性格或いは峯符*43*6�｣啀

*11等にⅠ消しては表26-A.C註]記並びに本文註釈

参照｡

bり所属Bk会1｡･比･

No.D,:Bk5a�"8a>4g瓜11g訂

D之Bk2g-3g｡

D3:Bklc一土2c｡c^*o白占c匂6c8〔10c^}

li占■言､l子>｣*5,

D4:戯汝�"Iie�"ふ13i�"Ik-2k中Ilk.

‡):Bk(3a^-4c^-We*〕･Ig-2i�"4i*

占�"8i白〔9i*之)廿11盲･〔4k*^②5A;*2),

D6:Bk(3a*〕�"Si-〔9i*2)泊mi｡〔4k*:2恥

5k*z〕n8k○lOk伊

D7三Bk4a｡

Do:Bkloaゆ

D9:Bk7a,

D川ニBk7c*8-7i皆

Dtl:Bk13c*1占gさS>｣*10ゥ

D12ニBk3c*1･Bkゎ7k僧

c｡因みに叙上の形態分別にf端達して次ojし1)-〔3〕項

を附記しておくa〔1〕表25｡所見の中〔〕内反応価,例

えば(400〕n〔800)は陽性限界不鮮明の故に夫J号2OO

�"400xとして叙上oj所属が判定されている(表25:

〔註〕記:No･DIO記述参且3)･(2〕No.D!-D12

所属例として示された叙上のa血括内Bkにほ上述の

如くH原型現象0)疑われfl?るものも/d解されるが,β

血清Bk例中にほ観取されない･〔3〕既手引こ於いてH

dS〔O-1･畳2〕-R�"Qの如きI:L山し取分三門カミII別され

た所以のもojは,現象槻序考察の便′T'!二上[fiirf戸抹iJJi川■,j

共油性Rpr秤別が分会fiョ共準にされたことに存するn

HaS｡R-Rprの本態的意義;uiし-一応杏起された削在で

は,抗似の熟耐性差を示すHJMヲE;主は格別として,支門L

原を唯1梓と有職す堤i./x�"JI.-IのS.R収mほQ原叩に-一路こ
統帥され枯るものである②依って以降QJJ^!山と記述さ

れることばあっても所r-it-J低下現象とiu]義に糾されて宜

いSi^Vもあれば,亦従ってRpr-Qが別姓文･山l瓜(})代

宕i!Vj|r!'j泣即j-さか�"'｡こともも/二

4.放て所謂凝洪価降下所見がQなる未知Rprに小

乗することを前提とすれば既述oj如くにて,No.D!.-

D川迄ほ一応低下削象1w山/山:M態と石撤し柑るものであ

るHに去26-A*1うcナD･妄U<(&Wllf�"l¥(W-Ma･

a-c-g-i乃A-a屈〕･]/如日原W-No,(1-13〕t･呪象

形態〔No.DJ-D!〕なる3省[tf]の朴‖判のイ1伽を求

め向後吟味の資料たらしめむが為,表25u故国表〔1〕･

より解印されたものである①[表26-貰う.以下ほ次判

に掲示されることを附記しておく申〕

先ず表26-A｡の構成であるが,表〔註〕に抱示の如

く,Bk総数46例ほNo.D,-DIO:Dll-D12所属に

分別され,正に該各群はIffi括中反応原MJS白且i系共通

性Rprの有田=Eこ由って夫々O血O-･:-に抑mされる･

①･此oj際Du-Dis所属の二牲れはOoOとして区Hlはれ

る.亦Di-Di｡屈S-RprO群のみは特に8他O符
4=型に類別されるが,e屈は木型厩戯所見構伐のjfij閃子

(iftir古･菌US)糊にSchema的にほ既知S系屈共通

･T/戸Rpr6D観取されないもの,換言すれば臥牲示現

RprとしてRpr-R上常系既知S-Rpr或いは未知

Rpr等上り想定され斯いBk例であり,O屈は例えば
･免疫原の純化程度に由っては山]内記地のRpr等

も一応共通性の既知S-Rpiとして考慮されるもので,･

要に応じては未知Rpr-R-Rpr等に先行して〔〕内

Rprが想定されたBk例であるp叙上の過程に於いて
.分別されたS-チ-e(i戸8〕dR瑠s-@

･4)90-e*R一田-Ej各群は更に夫々共準例刑と類推例

群に分割される中前者ほ図表〔1〕掲示a:b�"a:a止

a':bjゆb:b'の関係よりNo･D.-D,型所属O-)班

定されたものであり,後者ほa-b'に就いての関係

資料不足の為前古を赴準に其の現象形態が敢えて勧推

されたもOjで,是には更に各様の細別類推型が認めら
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れる②　因みに叙上の分別例群は記述簡易化の為　Gl-

oiaなるGroup-No,を以って表現されるが,表26-A.

記入の如く　G^G,が夫々--削3を以ってされる

堪吉合のあることを附記しておく.而して表26-B.は順

述の如く,血清伊蘭原･現象形態間相関検討の為先ず

]生],古原を兆撃とする場合の考察資料に供せられるもの

である巾　次に表26-C,ほ血清を基準とする際の仝資料

として,亦表26-D.は血清Ma. a�"　　　･k:菌原

No. 1-13戸ffi交錯的反応に際して共通性と想定され

るRpr　を慮準とする似合の資料たらしむべく,両者

共に表26-A.に於けるNo. D,-D!の山現状態が夫

々血描柿別･抗体柾別に百分率化されたものである･

5.故に,各表に就いての詳細は省暑されるが,衰

26-A-D.より想察し柑る処を要約すると次の様にな
~7

1∋.

a･表26-A.を旭毘すると血清｡菌原･現象型3者間

の性=累は恰も殆ど全く非系統的･非相関性とも表現さ

るべき様相を=Tiしている･然し乍ら寧ろ非系統的所見

を以って原則と観らるべく,其の故はNo. Dx-D12

の分立過程,換言すれば現象形態分別の基準ほ未吸収

(α〕.吸収(β)両血清内　Lg:Dg　対比(a:b�"

a:a'･ a':bj-b:b')と謂う結合的所見に置かれた

訳で, a屈単一血清内所見〔a: b〕には非ぎることを想

起すれば自明のことである･然る処仔細に是れを観察

すれば或る種の系統性が示現されている様に考えられ

るのである.特に既述に従って(No.Di-D12項下参

蛸〕No.D!･D2 ; No. D詩℡D4; No･D5*D6;No.D7

･ D8を夫々統合,一形態として各型所属例を整理する

帖は比較的容易に先の系統化傾向が観取される横であ

る･例えば　〔1〕反応原基準を目して基準型属30例

･〔G4凸G6 " GQ〕並びにNo.Dt-Dt　属4O例が各別に

考察対象に資せられた表26-B.所見を基にしても,

〔.2〕亦〔1〕と仝資料を以って血清基準に磐理された表

26-C.に所見を求めても, 〔3〕東にAntigenic schema

より其の共通性　Rpr　推断の許容される基準型屈19

例〔G4〕と,別に〔1〕-〔2〕供資の40例を対象として共

通性既知S-Rpr基準に獲られた表26-D.所見を以っ

てしても,反応原別｡血清別･ Rpr別夫々に現象型

形態の系統化傾向が観取されるのである.蕊に既述の

非系統性原則観と平行して叙上の系統化傾向観が認容

される為には自ら何等かの機構が期待される訳でもあ

るが,是れは直ちにRpr-Q　に聯繋する所見には非ず

とも柑向後の考察に資料たり得る所見である.

b･猶表26-A-B.に就いて重要なことは,例えば免

疫原のS I R純化過程よりすれば一応疑念の懐かれる

W-Ma. c.t戸It * W-JVo. 'l-ll.s　　間陽性反応の抗原

的内容に関する疑F･q,或いは特にAn七igenic schema

的には共通性Rprの全く認められない例えばBk 6c

6i�"6k･11c･llg-Hiれ11k等に於ける最高Lg

6400に及ぶ反応価の実態に対する疑問等是れである.

例をBk 6cに採ると,無鞭毛性菌に由来するH抗体産

生に就いてのF･ KAUFFMANN25 〔1939〕の業nの如き

も-応は考慮されるが,吸収処置に伴なう　Ma.e-f内

陰性化所見〔表25･ :図表〔1〕-β-b'参照〕を参考にす

れば,吸収原との関係よりしてH-a反応に非ざること

明白である.正常系抗体としての　H-a-e･n･Ⅹ-Rpr

の介在を考慮する場合も同断である｡亦Rpr-R反応

として看過せむには,叙上の各　Bk　所見に明示の様

に, Dg.しT".の100-C 30M二非耐性が是れを阻止する･

斯くて其れが所謂Rpr-Qならずとも兎まれ未知Rpr

に対する検討の必要性が,現象の形態的分別所見より

して窺知されるのである.

c.表26.よりしてW-Ma. a-k･W-NQ. 1-13な

る各個資料に於けるRpr-Q存否の様相が比較的明確

に想定可能な様にも思考される.然し乍ら猶後報に論

究の機会もあり,更に未だ資料不足のことでもあれば,

叙上に対する推断は克に暫く保留される①

Summary

As a matter of convenience, this report prearranged as the final paper, is partitioned

for the next report XIII. Therefore, writing the summaryof the work will be deferred

till the last report is ready.

(Author)

Received for publication May 31, 1961


